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第 I 部(第 l 章、第 2 章) Iタルチュムの伝承と近代タルチュムの成立」、第 E部(第 3 章、第 4 章、第 5 章) Iタル
チュムの演劇的特性」、第E部(第 6 章、第 7 章、第 8 章) I下克上の世界、民衆の笑Lリの三部と終章から構成され
ている。





類し、その詳細を明らかにしている O 第 7 章タルチュムに見られる葛藤構造と喜劇的終結についての考察、第 8 章タ
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ルチュムの現代的継承の考察の後、終章のまとめがおかれている。
本論文は、単に韓国演劇史という狭い枠組みでタルチュムを考察するのではなく、ヨーロッパ演劇をも含む世界演
劇という枠組みで、しかも、ブレヒトやパフチーンという新しい視点を導入してタルチュムを捉え直し、分析してお
り、その成果を挙げるのに成功している。特に第 E部には著者独自の視点が盛り込まれており、観客との関係の中で
タルチュムの演劇的特性が解き明かされ、また、タルチュムの上演空間における祝祭劇的構造が指摘されている。ま
た、自らフィールドワークを行い、その結果を論文に盛り込んでいることも論文の説得力を高めていると言える。論
文の構成は明噺であり、その日本語が論理的であることも特筆すべきであろう。あえてその難を挙げるとすれば、や
や一般的な説明に流れる記述が僅かながら見られたことであろう。しかしながら、これは、本論文の価値を損なうも
のではないことは明らかである。
以上により、本論文は博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値あるものと判断する o
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